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数学 １次関数
値の変化と変化の割合

１次関数
y が x の関数で
　y＝ax＋b （a, b は定数で、a≠0）
で表されるとき、 y は x の１次関数という。

特に b＝0 のときには、 y＝ax の式となり、比例の式になる。

１次関数の値の変化
１次関数 y＝ax＋b は、 
 x の値が 1 ずつ増加するとき、対応する y は a ずつ増加する。

例えば１次関数 y＝2x＋1 では、 
 x の値が 1 ずつ増加するとき、対応する y は 2 ずつ増加する。

y

x －3 3－2 2－1

－5 －3 －1

1

1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2

753

0

1

… …
……

１次関数 y＝ax＋b の
 x の増加量に対する、 y の増加量の割合を変化の割合といい、
 x の値がどれだけ増加しても、「変化の割合」は一定で、 a に等しい。

例えば１次関数 y＝2x＋1 では、 
 x の値が 1 から 3 まで増加するとき、変化の割合は 2 となる。

変化の割合＝
y の増加量
x の増加量

１次関数の変化の割合
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